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１ は じ め に

１．１ 文 は、 言 語
使 用 者 が 伝 達 し よ う と す る 情 報 の 部 分 と

、
言 語 使 用 者 の 心 的 態 度 を 表

す部分 により構 成されると すれ ば、 伝 達しようとする情 報の部分が命題、 言語使用 者の心

的 態 度 を 表 す 部 分 が モ ダ リ テ ィ と な る。
命 題 と モ ダリ テ ィ に 関 す る 研 究 に つ い て は、

「文

法 学 ・ 文 法 論」 よ り 「表 現 学 ・ 表 現論」 に属 す る も の で あ る と 主 張 す る 説 も あ る
１〕
。 然 し、

特 に 中 国 語 の 場 合、 モ
ダリ テ ィ の 成 分 に は 文 法 の 役 割

２）を 果 た し
、
文 法 化 さ れ た と 見 ら れ

るも のも存する から、 モ ダリティの 研究は
「文法 学」 と 「表現学」 の両方に接点 を持っも

の と 考 え ら れ る。

１．２ モ
ダ リ テ ィ の 定 義 や モ ダリ テ ィ 成 分 の 範 囲 に つ い て は、 必 ず し も 明 確 に さ れ た も

の が なく、 学 者 に よ り 解 釈 が 異 な っ て い る の
が 現 状 で あ る

３〕
。 と は い え、 モ ダ リ テ ィ

が 話

し手の参与 を必要条件 と し、 大きく 分類すれ ば、 話 し手の命題 に対する態度 と聞き手に対

す る態度を表 すとい うことにつ いては異議 は存しないと思 われ る。

１．３ 本 稿 は 中 国 語 の モ ダ リ テ ィ の 構 造 を 考 察 し、 そ の 構
造 の 階 層 構 成 を 明 ら か に し よ

う と す る も の で あ る。

２ 中国 語のモ ダリティ に関する先行説 とその間題点

２．１
中 国 語 の モ ダ リ テ ィ に 関 す る 研 究 は 「語 気」 の 研 究 に 含 ま れ る も の が 多 い。

「語

気」 に っ い て、
「ｍｏωｉｔｙ」 と 解 釈 す る 説 も あ れ ば、

「情 態」
４）と 解 釈 す る 説 も あ る

。
中 国

語の文 法研究 において 「語 気」 という術 語が頻繁に用い られているが、 その 「語気」 が用

い られ る 場 面 を 見 る と、 必 ず しも 全 て
が こ こ で い う 「モ ダ リ テ ィ」 を 意 味 す る も の で は な

い
。

１） 小 松 光三 「文 法 研究 か ら見 た表 現 学の 現在」『表 現研 究』 第６６ 号１９９７、 表 現学会。

２） 方梅 氏 は 「北京 話 中語 気 詞的 功能 研 究」 （『中 国語 文』 第 ２期 １９９４） にお い て、 「語 気詞」 が
「主位」 を明 示す るマ ー

カ ーと して も用 い られ る と指 摘 して いる。 岩 本真 理 氏も
「周 辺性 主 語とモ ダリティ 表 現」 （『中 国語 研 究』 ３５ 号 ９９３、

白 帝杜） にお いて、 一部 の副 詞 類が
「主題」 認 定の １つ の標 識 となり うる と 述べ てい る。

３） 最新 の 議諭 に つい て 『月 刊言 語』 ６ （１９９９、 大 修館） と、 原田 登美
「モ ダリテ ィ論 小 考一 モ ダリ ティ をめ ぐる目 本語

研 究の ２ っの 動 向一」 （『言語 と 文化』 第 ３号 １９９９、 甲南大 学 国際 言語
文化 セ ンター） を参 照。

４） 「ｍｏｄａｌｉ蚊」 に っ い て は、
賀 陽 氏 （１９９２） が 「語 気」 と し て い る の に 対 し て、

李 訥 ・ 安 珊 笛 ・ 張 伯 江 氏 （１９９８） や 古 川

裕 （１９８９） 氏 は 「情 態」 と し、
大 河 内 康 憲 氏 （１９７５） は 「ム ー ド」 と し て い る。

「ｍｏｏｄ」 に つ い て は、 李 訥 ・ 安 珊 笛

・ 張 伯 江 氏 （１９９８） は 「語 気」 し て い る。
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２．２ 申 国 語 の
「語 気」 に 関 す る 研 究 に お い て、 呂 叔 湘 先 生 の

「伝 信」 説 （１９４４） が い
１〕

ま の モ ダ リ テ ィ 研 究 に も 大き な ヒ ン ト を与 え て い る 。
ま た
、張 秀（１９５９）、上 神 忠 彦（１９６８）、

大 河 内 康 憲 （１９７５）、 胡 明 揚 （１９８１ａ， １９８１ｂ， １９８８）、 杉 村 博 文 （１９８３）、
中 川 正 之 （１９８３）、

陸 倹 明 （１９８４）、 劉
月 華 （１９８６）、 郭 継 愁

（１９８７）、 古 川 裕 （１９８９）、 勤 松 （１９９２）、
賀 陽 （１９９２）、

玄 宜 青 （１９９２）、 岩 本 真 理 （１９９３）、 方 梅 （１９９４）、 芭 山 武 義 （１９９５）、 木
村 英 樹 ・ 森 山 卓 郎

（Ｉ９９７）、
李 訥 ・ 安 珊 笛 ・ 張伯 江 （１９９８） な どの 研 究 が あ る。

２．３ 張 秀 氏 （１９５９） は
「語 気」 の 語 法 意 義 を ２ 分 類 し、 語 法 形 式 に よ る 表 示 を

「語 気」、

語 彙 形 式 に よ る 表 示 を ｒ情 態」 と 区 別 して い る。
ｒ‘語 気

’
は 事 件 と 現 実 の 関 係 を 表 す も

ので ある。 語気 範嬢が動 詞に属すると いうより は、 む しろ文全体 に属 するといっ た方がよ

か ろ う。 こ れ
に よ り
、
中 国 語 動 詞 の 語 気 は 殆 ど ‘構 形’ 助 詞 に よ り 表 さ れ て い る と い え よ

う
。」
「‘語 気

’ と ‘体 ’ と が 異 な る も の」 と 解 釈 し て い る。

太 田 辰 夫 氏 （１９５１） は、 現 代 語 の 文 末 語 気 助 詞 を 甲 （
喝、 嘱、 口巴、

目阿、 了 等） と 乙 （喝、

了、
来 着） に ２ 分 類 し

、
文 末 で 甲 乙 が 連 用 す る 場合

、
乙 甲 あ る い は 乙 乙 と 連 用 さ れ る こ と

に な り、 連 用 の 場 合、 前 者 は叙 実 語 気 で あ っ て 述 語 に つ き、 後 者 は 非 叙 実 語 気 で あ っ て 文

全 体 に つ い た も の で あ る と 指 摘 して い る
２）
。 そ れ を 受 け、

上 神 忠 彦 氏 （１９６８） は、 文 末 助

詞 を Ｉ ・ Ｉ ・ 皿 の よ う に ３ つ の 層 を も っ て 型 を な し て い る と し、
「描 叙 あ る い は 伝 達 し よ

う と す る 内 容 は、 そ
れ ぞ れ Ｉ 列 あ る い は 皿１列 ま で で 表 現 さ れ る が

、 そ
れ を
、
ど の よ う な っ

よ め か た で
、
お し だ そ う と す る か、 そ の つ よ め の 諸 相 を に な う の が こ の 皿 列」、

「も っ と

も 純 粋 な 意 味 で
“語 気”’ と い う べ き は

、
こ の 皿 列 で あ り

、
１Ｉ列
、
Ｉ 列 と 上 位 に な る に し

た がって、 語気助詞 の本質と して の主体的な 意味の表現力が ちいさく なり、 客体的な意 味

の そ れ が 大 きく な っ て い る」 と 論 証 して い る。

大 河 内 康 憲 氏 （１９７５） は、
「是」 の 用 法 を 考 究 し、

「是」 は 「話 手 の 主 体 的 態 度 の 表 明 で

あ り、
ム ー ドで あ り、

そ の 語 彙 的 形 式 に よる 表 明 と 理 解 し て 大 き な 誤 り は な い。 あ る 種 の

副 詞 と の 不 可 欠 な 共 起 と い い、 文 頭 の 副 詞 と の
強 調 な ど、 い ず れ も 話

者 の 主 体 性 の 表 明、

主 張 の 必 要 を 補 う も の」 と 解 明 し、
ｒ“是” が 名 詞 文 成 立 の た め の 統 辞 論 的 形 式 語 で は な

く、話者が 客体的事 実の外か ら加 える判断の表明、題述的主張の表明 と して使 われている」

も の で あ る と 結 論 づ け て い る。

胡明 揚氏 （１９８１ａ） は ｒ語気」 を ｒ表情語 気」 ギ表態語気」 「表 意語気」 に ３分類 してい

る。
「表情 語気」 は回 りの環 境や相 手の話の 内容 により引き 起こさ れた話 し手の感情 を表

すもの、
「表態 語気」 は自 分の話 しの内容に対する 話し手の態度を表 すもの、

「表 意語気」

は相 手に ある気 持ち を伝達す ること を表す ものと し、
ｒ語気」 は語気 詞 （語気助詞と 感嘆

詞）、 語調 （イ ン トネ ー ショ ン）、 語気 を表 す語詞 （副詞 な ど） によ って 表現 される と述

べ て い る。

１） 呂叔 湘 『中 国文 法 要 略中 巻』 商 務印 書 館 １９４４．

２） 太 田 辰 夫 「中国 語 句 終詞 の 歴 史 的研 究」 『神 戸 外大 論 叢』 ２巻 ４ 号１９５１， ｐｐ．２４。
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杉 村 博 文 氏 （１９８３） は
、
「の だ」 と 「是 … 的」 の 形 式、

表 現 両側 面 に お け る 対 照 を 行 い
、

疑間 詞が 主語 になると 「是」 は簡 単に落と せるとい う現象 から、 ｒ是」 が 直後の名 詞句、

っまり 主語を指 定強調す るマーカーの ごとき役割 を果た している。 そ のため、 十 分自身の

性格 だけで文 の焦点と なりうる疑間詞 の前ではそれ程 強く 「是」 が 要請されない ためだと

い う 考 え 方 を 示 し、
「状 況 解 説 的 ‘Ｓ の だ’ と ‘是 Ｓ 的’ は 意 外 な 程 対 応 し な い。 状 況 解

説 的 ‘ の だ
’
に は
‘ 是 Ｓ 的 ’ か ら ‘ 是

’ ‘ 的’ を 取 り 去 っ た
‘Ｓ’ が 最 も よ く 対 応 し

、 次

に は ‘的’ だ け を 取 っ た
‘是 Ｓ’ で あ る

。」
と 指 摘 し、 ｒ是 Ｓ 的」 と ｒＳ の だ」 の 形 式 的

対 応 は、
「‘Ｓ
’
内 に お け る 判 断 の 客 体 化 と い う 点 に 表 現 上 の 反 映 を 見 る

。
‘
Ｓ 的
’
は名 詞

句 で あ る と 同 時 に 連 体 句 で も あ っ た。
‘的’ が も つ と さ れ る ‘本 来 的 に そ う な の だ ・ 事 実

が そ う な の だ
’
と い う 語 気 は、

‘
Ｓ 的
’ 内 で 一 旦 話 し 手 か ら分 離 さ れ 客 体 化 さ れ た 判 断 が、

再 び 話 し 手 の 判 断 と し て 提 出 さ れ る と い う 操 作 に 発 源 す る と 考 え ね ば な ら な い。
‘Ｓ 的’

は述 語の名 詞句 であった。 ここにおい て一方で名 詞句化 助詞＝連体 句化助詞 であり、 一方

で語気 助詞で あるという矛 盾が統一 されるのである」 と 論証 してい る。

申川 正之氏 （１９８３） は、 中国語の ムー ドに あず かる部分を、 終助 詞に相当 する文末助詞

群、
ｒ一 定
、
大 概」 な どの 副 詞、

「看 起 来
、
聴 説」 な どの 独 立 成 文、

ｒ好 像、 似 乎、 顕 得」

な ど の 動 詞 、
ｒ也 許 ・… 」 な ど の 述 語 、

ｒ 会、 能 、 可 以 、 応 該、 該 、
肯
、
敢
、
要」 な ど の

所謂 法助動詞群、 のよう に分類 した 上で、 目本語 の
ｒも」 と中国 語 ｒ也」 の用 法を対照研

究 し て い る。

陸 倹 明 氏 （１９８４） は 従 来 疑 間 語 気 詞 と さ れ て き た ｒ１阿、
１巴、 喝、 喝」 に つ い て、 語 感 を

外 した上で疑 間情報を 有するか どう かという角度 から検 証 し、 疑間 を表す語気詞 は 「喝、

喝」 の ２ っ と 「口巴」 の 半 分 で あ る こ と を 明 ら か に し た。

劉 月 華 氏 （１９８６） は 「説、
想
、 看」 の 用

法 を検 証 し、 本 義 か ら 離 れ る
ｒ説、 想、 看」 の

用法 も存 し、 そ れは話 し手の気持 ちを表すもの であると指摘 して いる。

郭 継 愁 氏 （１９８７） は 反 語 を 表 す 「不 是」 の 用 法 を 分 析 し、 副 詞 と して の
「不 是」 が 存 し、

そ れ は 注 意 を促 す 働 き を 有 す る も の で あ り、
「不 十 是」 で はな い こ と を 論 証 し た。

古 川 裕 氏 （１９８９） は 中 国 語 の 「是」 文 に お け る 副 詞 成 分 を ｆ１と ｆ。に ２ 分 類 し、 ｆＩは

主 語 の 前 に 現 れ る も の、 ｆ・は 主 語 の 前 に 現 れ な い も の と して い る。 考 究 の 結 果、 ｆ１が 殆

どモ ダ リ テ ィ を 表 す も の と な り、
ｆ。はモ ダ リ テ ィ に あ ま り 関 係 せ ず、

ｆ１と ｆ１の 連 用 が

少 な い の に 対 し、
ｆ 。 と ｆ 。連 用 が 多 く 見 ら れ、 ま た、 ｆ １と ｆ 。 が 共 起 す る 場 合、 ｆ 、 が ｆ。

の前に現れ る現象が 存すること を指摘 している。 また、 氏 は語法意義の角度 から語気詞 を

ｙ ｌと ｙ。 に ２ 分 類 し、 ｙ １
は モ ダ リ テ ィ 、 ｙ 。

は ア ス ペ ク ト ・ テ ン ス を 表 す も の と し
、 ｙユ

と ｙ。が 共 起 す る 場 合、 ｙ１は ｙ。の 外 側 に 位 置 す る こ と を 指 摘 し、 モ
ダ リ テ ィ 成 分 が 述 語

に 遠 く、
非 モ ダリ テ ィ 成 分 が 述 語 に 近 く 位 置 し、

対 称 関 係 を 有 す る と 結 論 づ け て い る。

勤 松 氏 （１９９２） は、
語 気 の 表 出 手 段 と し て 主 に 「語 調 （イ ン トネ ー シ ョ ン）」 と 「重 音

（プロ ミ ネ ン ス）」 で あ り、 語 気 助 詞、
疑 問 助 詞、 副

詞
、 固
定 の 疑 間 表 現 な ど が 補 助 手 段

と して 使 わ れ る こ と を 論 証 し て い る。
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賀 陽氏 （１９９２） は、 形 式の角 度 から文章 におけるモ ダリティ 構成 を
ｒ功能 語気」 ｒ評判

語 気」 ｒ情 感語 気」 に ３分類 し、
ｒ語気」 と は語法 形式 により 表さ れた 語法的 意義 のこと

で あ る と 説 明 して い る。

玄 宜 青 氏 （１９９２） は 中 国 語 に お け る モ ダリ テ ィ を 担 う 副 詞 的 成 分 を、
判 断
、
評 価
、 発
話

行 為、 接 続、
と り た て の モ ダリ テ イ を 担 う も の の よ う に ５ 分 類 して い る。

「可 惜」 に つ い

て、
ｒ副 詞 的 成 分 の ‘可 惜’ が モ ダリ テ ィ を 担 っ て い る か ら と 言 っ て、

‘可 惜’ と い う 語

が 他 の 成 分 と して は た らく 場 合 に も、 常 に モ ダ リ テ ィ を 担 っ て い る わ け で は な い。 実 際、

こ の 語 が 形 容 詞 ・ 動 詞 述 語 と して は た らく 場 合 に は、 モ
ダ リ テ ィ を 担っ て い る と は 言 え な

い」 と 述 べ て い る。 ま
た
、
例 外 の 用 例 に つ い て、

「多 く の 場 合、 問 題 の 主 要 な 原 因 は、 モ

ダ リ テ ィ の 中 に も 命 題 の 中 に も、
そ れ ぞ れ 中 心 的 な も の と、 周 辺 的

な も の が あっ て、 両 者

の間 に中間 的な部分が 存在すると いうことで あろう」 と分析 して いる。

岩 本 真 理 氏 （１９９３） は 「周 遍 性 主 語」 を 検 討 して い る 中 で、
「似 乎、 好 像」 な どの 蓋 然

性 を現わす 副詞類 （モダリティ 副詞） が ｒ主題」 認定の１つ の標識となり うるもの である

こ と を 論 証 して い る。

方 梅 氏 （１９９４） は、
「語 気 詞」 が 「主 位」 を明 示 す る マ ー カ ー と して も 用 い ら れ て い る

こ と を 指 摘 して い る。

芭 山 武 義 氏 （１９９５） は、 中 国 語
の モ ダ リ テ ィ が 階層 性 を 論 じよ う と す る が、 結 局 は

「申

右 １９９４ の 分 類 方 法 に 従 っ て 申 国 語 の モ ダ リ テ ィ を 分 類 し、 Ｓ モ
ダリ テ ィ と Ｄ モ ダ リ テ ィ

の例 を挙 げた に過 ぎず」 と述 べ、「そ れぞれの語や節 についても検 討する余裕 はなかった。

し か し、 中 国 語 の モ
ダ リ テ イ 表 現 を Ｓ モ ダ リ テ イ と Ｄ モ ダリ テ イ に 分 類 し た こ と は 意 義 の

あ る も の だ」 と 言 っ た に と どま っ て い る。

木村英 樹・森山 卓郎氏 （１９９７） は聞き 手情報配慮とい う角 度から中目 の文末形 式の用 法

を考察 し、 不確 定情 報にお ける聞き手情報 非依存
と確定情 報における聞き 手情報依存 の両

面か ら中目 の文末 形式 の表現相 違 を論 じ、 ｒ目本語 では、 聞き 手の情 報の保 持情態 をも言

わば巻き 込んで の判断を するのに対 して、 中国語で は、 基本的に話 し手自身のと らえ方を

間 題 と す る と い う 点 が 相 違 して い る」、 つ ま り、
ｒ中 国 語 の 場 合、 話 し 手 の 認 識 こ

そ が 基

準と なるの に対 して、 目本語の 場合、 聞
き手の認識 を談話の内部 で尊重 しな ければならな

い の で あ る」 と 纏 め て い る。

李 訥 ・ 安 珊 笛 ・ 張 伯 江 氏 （１９９８） は ｍｏｏｄ と ｍｏｄａ１ｉｔｙ と 区別 し、 ｍｏｏｄ の 角
度 か ら 「的」

の 用 法 を 考 究 し、 語 気 を
表 す つ ま り ｍｏｏｄ を 表 す τ的」 の 存 在 を 主 張 して い る。

２．４ 以 上 の 先 行
研 究 を 見 る と、

ｒ語 気」 の 定 義 に つ い て 必 ず し も 明 確 で 統 一 し た 見 解 が

存す るとは言 えないこ とがわ かった。 ほとん どの研 究が
「語気」 の表現形式や表 現意味そ

の ものに関す るもの であるが、 命 題とモダリティ の
連続性の角度 からの論考 もあった。 特

に
、
副 詞 の 連 用、

文 末 語 気 詞 の 連用、 助
動 詞 の 連用 １）の 研 究 の 中 に 見 ら れ る 連 用 の 規貝１」性

１） 馬 慶株 ｒ能 願動 詞 的 連用」 『語 言 研究』 第 ！期 １９８８。
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に つ い て の 解 釈 はモ ダ リ テ ィ の 研 究 に 重 要 な ヒ ン トを 与 える こ と に な る。 そ の 意 味 で 古 川

裕氏の ｒ是」 前の 副詞成分 の連用と文 末語気詞の連用、 太田辰 夫氏と上神 忠彦氏の文末 語

気詞の 連用、 ま た馬慶株氏 の能願動詞 の連用 に関する研 究は、 中国語のモ
ダリティ研 究に

お い て 重 要 な 意 味 を も つ も の と な る。

文 の 外 側 へ 行 け ば 行く ほ ど、 モ ダ リ テイ 性
が 強く な る と い う こ と に つ い て、

４ 氏 は ほ ぼ

同 質 の 見 解 を 示 して い る。
然 し
、
問 題 と な る の は、 連用 の 中 に 見 ら れ る 連 用 の 規則 性 が 果

た して 単 な る 命 題 か ら モ ダリ テ ィ ヘ の 平 滑 な 流 れ を 物 語 っ て いる も の な の か、
ま た
、 最 も

外側の成 分は新 成分に包ま れることによっ て命 題成分だ けへと 変容 して しま うものなの か

と レ、う 点 で あ る。

大河内康 憲氏 （１９７５） は 「是」 が 話し手の主体 的態 度の表明であり、 ムー ド （ここでい

う モ ダ リ テ ィ） を 表 す も の と 結 論 づ け て い る の に 対 して、 古川 裕 氏 （１９８９） は
「是」 前 に

お け る 副 詞 成 分 を ２ 分 類 し、 モ ダリ ティ に 関
わ る も の と 関 わ ら な い も の と が 存 し

、
主 語 の

前 に 現 れ る も の を モ・ダ リ テ ィ、
主 語 の 後 に 現 れ る も の を 非 モ ダリ テ ィ の よ う に 解 釈 して い

る。
ま た
、
結 論 と し て モ ダリ テ ィ 成 分 が 述 語 に遠 く、 非 モ

ダリ テ イ 成 分 が 述 語 に 近く 位 置

すると 纏めて いる。 古川 裕氏の分 析は大河
内康憲氏 （１９７５） を見た上でのも のだと思 われ

る が、 し
か し
、
大 河 内 康 憲 氏 の ｒ是」 が モ ダ リ テ ィ を 表 す もの と い う 説 が 成 り 立 つ と す れ

ば
、
「是」 前 の 副 詞 成 分 を ２ 分 類 す る 説 自 体 に 矛 盾 が 生 ず る こ と に な る。

上神 忠 彦 氏 （１９６８） のＩ 列、
１Ｉ列
、
皿 列 の 説 で最 も 間 題 と な る の は、

Ｉ 列 と ■ 列 と 皿 列

が 連用 の 場 合、
果 た し て ｒ描 叙 あ る い は 伝 達 しよ う と す る 内 容 は、 そ れ ぞ れ Ｉ 列 あ る い は

■ 列 ま で で 表 現 さ れ」 ｒ１Ｉ列、 Ｉ 列 と 上 位 に
な る に した が っ て、 語 気 助 詞 の 本 質 と して の

主体的 な意味の 表現力が ちい さく なり、 客 体的な意味のそれ
が大 きく なってい る」 のであ

ろ う か と い う 点 で あ る。
実 際
、
中 国 の 方 言 に お け る 文 末 語 気 助 詞 連 用 に は、 ■ 列 と 皿 列 の

両 方 も モ ダ リ テ ィ、
ま た ３ 列 と も モ ダリ テ ィ を 表 す 用 法 も 見 ら れ る

１〕
。

中国語にお いて、 １つ の成分が命題 に関わると同 時に、 モ
ダリテイ にも関わる可能 性が

あ る。
杉 村 博 文 氏 （１９８３） の ｒ的」 に 関 す る 分 析 や、

玄 宜 青 氏 （１９９２） の 「可 惜」 に 関 す

る分析 は既 にそれを 示唆 してい る。 従って、 中国 語のモ ダリティ構 造の階層を明 らかにす

る に は、
ま ず 命 題 に 関 わ り なが ら、

モ ダ リ テ ィ に も 関 わ る 成 分 と、 モ
ダ リ テ ィ Ｉ に 関 わ り

なが ら、 モダリティ１Ｉにも 関わる成分
が如何 に命 題とモ ダリテイ の全体構造 に関わるかを

示 さ な け れ ば な ら な い こ と に な る で あろ う。

３ 命題 の構造とモ ダリティの 定義

３．１ 中 国 語 の
命 題 構 造 に つ い て、 筆

者 は 他 の 論 文 ２）で 詳 細 に 検 討 した こ と が あ 私 そ

の 結 論 を 纏 め て 示 す と、 次 の
よ う に な る。

１） 徐 鳳 雲 「貴 陽方 言 的 語気 助 詞」 『中 国 語言 学 報』 第 ８期 １９９７、 北 京 語言 文 化
大学。

２） 拙 文 「現 代 中国 語 の 命題 構 造 の 階層 性」 関西 学院 大 学 『言 語 と
支 化』 第２ 号。
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図１ のよう に現代中国 語の命題構 造は階層 性を有する。 基本層を核 にし、 基本層の外側

に は２種類の 拡張層が存 する。 拡 張層Ｉ 類は、 命題の主 要構成成分と なり、 その存在 は直

接 にモ ダ リ テ ィ に 関 係 せ ず、命 題 内 容 の 増 減 に 関 わ る の で ある。
そ れ に 対 し拡 張層 ｎ 類 は、

命 題 を 構 成 で き る だ け で は な く、 モ ダリ ティ を 構 成 す る こ と も で き る の で、 命 題 と モ ダリ

テ ィ を 繋 ぐ接 点 で あ り、
命 題 の 純 粋 な 構 成 成 分 で は な い。

３．２
命 題 と モ ダリ テ ィ の 定 義 に つ い て、 次 の よ う に 考 え る。

命 題は、 言語使用者の 主観的態度が付加さ れない という条件 の下で、 相手 （即

ち 情報の受け 手） に提 供する客観的情報内容 であり、 文 として成立する 前の、 言

語使用者の主観的色彩が一切含まれない一種の素材である。

モ ダリ ティは、 言語使用 者が命題に対する主観的態 度と命題の表す情報 内容を

聞き 手に伝達する ときに示す主観的態 度である。 モ ダリ ティ の表現は文の成 分に

よ っ て 表 出 さ れる こ と も あ れ ば、 文
全 体 の 持 つ 意 味 や 強 調 語 勢 や イ ン トネ ー シ ョ

ン に よ っ て 表 出 さ れる こ と も あ る。 統 語 論 レ ベ ル にお い て 文 末 に 位 置 す る モ ダ リ

ティ成分 が文を完結させる働きを有する。

４ モ ダリティ の構造と モダリティの表 現性

日 本 語 の モ ダリ ティ に 関 す る 研 究 を 見 る と、 学
者 に よ っ て 見解 が 異 な る が、 大 凡 命 題 目

当て のものと聞き 手目当て のものに二分類 でき ると兄てよ かろう。 筆者は かつ て中国語の

命題とモ ダリティ の構造 を考察 したが、 同質の原理が中国 語のモダリティ の構 造にも 見ら

れると いう結論 を得た。 が、 この論文 は詳細にモ ダリティ の内部構造を考 究するもので は

な い の で、 便 宜 的 に
命 題 目 当 て の モ ダリ テ ィ を モ ダリ テ ィ Ｉ、 聞 き 手 目 当 て の モ ダ リ テ ィ

を モ ダ リ テ ィ ■ と す る。 勿 論、 こ れ は モ
ダ リ テ ィ Ｉ と モ ダリ ティ ｎ の 中 に いく つ か の カ テ

ゴリ ー が 含 ま れ て い る こ と を 承 知 し た 上 で の 分 類 で ある。

４．１ モ
ダ リ テ ィ Ｉ と モ ダリ テ ィ１Ｉの 構 成 に つ い て、

次 の 用 例 を 見 て み よ う
。

（１） 他 去 了 一 越 北 京 亜 旦。
１〕

（２） 要是有堆 火熔熔咳多好 里１

（３） 逢 到心 跳的 吋侯， 他 就暗自 給自 己下着命 令１
懐 静些１ 慢慢就 会刃 慣下来 曳１ （鉄）

１） 出 処 が明 示 さ れ な い例 文 は 『中 国 新 文芸 大 系 １９４９ ～１９６６ 短編 小 説集 下 巻』 （１９８９ 中国 文 聯出 版 公 司） に よる。
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（４） 老周最后対李正況１ 祢去頒尋他イロ胆！他イ□哉斗起来筒宜是一群小老虎啄 ド （鉄）

（５） 走 到 院 子 里， 突 然 街 ｎ 一 敲， 走 遊 四 介 警 察， 吹 胡 子 瞳 眼 地 何 １
’
有夕卜人 没 有 ゾ

少 剣 波 一 下 急 了． 幸 言 天 黒 了 対 方 看 不 出 他 的 表 情。 （林 海）

（６） 建 梅 正 蛸 在 航 上 望 着 天 花 板 出 神， 忽 折 老 孟 減女也， 慌忙 跳 下 抗 来 走 到 ｎ 口 同 道 １
’
兄 到 他 了 喝 ゾ （平 原）

（７） 建 梅 打 断 地 的 活 境 ：
’
娘， 那 事 我 答 位 了。 不 述 我 年多己込 小， 述 丙 年 再多吉婚 行 喝 ゾ

（平原）

（８） 一 児 弓 英 就 境 ：
’
休 是 易 英， 対口昌？ 情 況 我 已 祭 知 道 ア （平 原）

（ｇ）
＾
休 力 了 我イロ、 力 我イロ挽 了 介 圏 套 是 不 是 ？ 祢イロ覚 得 如 意 算 撞 打 得 蛮 不 措， 辻 我イロ

在 心 急 如 火 的 吋 侯、 冒 目 失 失 地 眼 祢 走 出 去， 等 和 我イロ的 人 接 上 了 共， 祢イ□后 面 眼

上 来 的 人， 就 可 以 不 費 吹 灰 之 力 来 介 一 図 打 尽， 是
口巴？ 膳 了 休 伽 的 狗 眼 １ 漆 休イｒ］的

蛋口巴 ド （敵 後）

（１） ～ （３） に お け る 「而 已」 「口阿」 「的」 は、 そ れ 全 て が 聞 き 手 に 関 わ ら ず 命 題 に 対

する話 し手の気 持ちを表す ものである。 特に （２） と （３） は心理文 に用 いられるもの な

の で、 こ こ の
「口阿
、
的」 が 聞 き 手 に 働 き か け る も の と は 考 え にく い。 こ れ に 対 して、

（４）

～ （９） に お け る ｒ１巴」 ｒ没 有」 ｒ喝」 ｒ行口弓」 ｒ対 喝」 ｒ是 不 是」 ｒ是口巴」 ｒ口巴」 は 会 話 文 に

用 い ら れ る も の で、 聞 き 手 に
間 い か けた り、 確 認

を 求 め た り、 働 き か け た り し て い る。 即

ち
、
聞 き 手 の 存 在 と 参 与 が 必 要 条 件 と な り、 聞 き 手 が 存 し な い 限 り、 こ れ ら の 表 現 が 存 す

る 必 要 は な く な る こ と に な る。 従 っ て、 （１） ～ （３） の
ｒ而 已」 ｒ阿」 ｒ的」 を モ ダリ テ

ィ Ｉ と す れ ば、
（４） ～ （９） の 「１巴」ｒ没 有」 ｒ口引 ｒ行 喝」 ｒ対口弓」 ｒ是 不 是」 ｒ是１巴」 ｒ１巴」

は モ ダ リ テ ィ ■ に な る。

４．２
確 か に

、
中 国 語 の モ ダ リ テ イ 成 分 に は 先 に 上 げ た 用 例 の よ う に、 モ

ダ リ テ イ Ｉ と

モ ダリ ティ 正１に は っ き一り と 分 け られ る も の が あ る。
然 し、 モ

ダ リ テ ィ 成 分 の 全 て が こ の よ

う に モ ダ リ テ ィ Ｉ と モ ダリ テ ィ ■ に はっ き り と 分 け られ る も の で は な い。

（１０） 楊 暁 冬 指 着 一 曲 河 湾 悦 １
’故 人 乱 折 房 舎， 把 我 也 嗣 蒙 了， 那 里， 是 不 是 当 年 休 下

水的 地方 ヅ （野火）

（１１）
＾
不 逆 什 ム． 伯 傘 回 銭 去 挨 批 坪， 是 不 是 ？ 不 要 紫， 我 眼 休 去， 順 便 姶 周 伯 伯 礁目焦

病。
｝
（野 火）

（１２） 最 岬也担 心 的 是 楊 暁 冬。 是 不 是 故 人 把 他 孤 去 了 ？ 整 天 心 煩 意 乱， 傘 奈 忘 西， 上 班

姶 病 人 服 菊 吋， 接 達 打 砕 丙 介 量 杯。 （野 火）

（１０） と （１１） の 「是 不 是」 は 文 に お け る 位 置 が 各々 異 な る が、 聞 き 手 に 働 き か け、 確

認 を 求 め る と い う 同 質 の 機 能 を 持 つ と 見 て も よ か ろ う。
然 し、（１Ｏ） と （１１） に 対 して、（１２）

におけ る ｒ是不是」 は心 理文に用 いられ、
ｒ故人 把他抑１去了」 とい う命題 に対する 話 し手

の あ る 種 の 気 持 ち を 表 す も の で あ り、 聞 き 手 の 参 与 を 求 め ず、 聞 き 手 目 当 て の も の と は 考

え に く い。 即 ち、 （１０） と （１１） に用 い られ る
ｒ是 不 是」 が 聞 き 手 に そ れ ぞ れ の 質 間 に 対

する解答 を 求めよう とす るのに 対 して、 （１２） に用 いられる ｒ是不 是」 は聞 き手 にも自分
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に も解答 を求 めよ うと しない話 し手の心 中の疑 いのみを 表すも のとなる。 （１０） と （ｌ１）

の ｒ是 不 是」 が モ ダ リ テ ィ ■ を 表 す も の と す れ ば、
（玉２） の ｒ是 不 是」 は モ ダ リ テ ィ Ｉ を

表 す も の と な る。 勿 論、 話 し 手 が 自 分 自 身 を 聞 き 手 と し、 自 分 自 身 に 間 い か け る と い う 形

を 取 る と い う 見 方 も 考 え ら れ る が、
こ の 見 方 も （１２） の ｒ是 不 是」 が 外 向 け の も の、 即 ち

対他性を有 するも のであると 証明できたこと にはならないで あろう。

（１３）
’
我 是 昌 庄 的， 口Ｈ昌 英 一ホ喝 ？ （平 原）

（１３） の 「喝」 は 明 ら か に 聞 き 手 に 間 い か け る も の で あ る。 こ の
「喝」 が な け れ ば、

聞

き 手 に 解 答 を 求 め よ う と す る 意 味 が 存 し なく な る。
従 っ て、 こ の

ｒ喝」 はモ ダ リ テ ィ ｎ の

構 成 成 分 と 見 ら れ る。 然 し、 同 じ
ｒ喝」 で あ る が、 次 の （１４） と （１５） に お け る

ｒ呪」 の

表現性 が全く 違うものと なる。

（１４） 我心里 根納阿１ 送究竜是他故 意在我面前装祥子 彊？込是越大叔 的活不可華？

（１５） 昌 英 折 到 送 里， 心 里 忽 然 一 亮， 他 想 １ 大 家 念 念 不 平， 送 不 正 是 自 己 傲 工 作 的 好 机

会 喝 ？ 他 有 了 信 心。 我 忠 能 撹 自 己 是 慶 物 喝 ？ （平 原）

（１４） の ｒ嘱」 は 心 理 文 に 用 い ら れ、 命 題 に示 さ れ る
内 容 に つ い て 話 し手 の 心 申 の 疑 い を

表 し て い る。 （１５） の
ｒ嘱」 も 心 理 文 に 用 い られ る も の で あ る が、

「志 能」 と 共 起 して、
ｒ撹

自 己 是 度 物」 と い う 命 題 に 対 す る 話 し 手 の判 断 を 表 して い る。
詳 細 に み る と、

（１４） と （１５）

に お け る ｒ呪」 の 働 き は 必 ず し も 同 じで は な い が、
聞 き 手 に 働 き か け ず

、
命 題 に 対 して 話

し 手 の 疑 い や 判 断 を 表 す と い う 点 に お い て は 共 通 性 が 見 られ る。 即 ち、 同 じ
ｒ喝」 で あ る

が
、 （１３
） の ｒ呪」 は モ ダ リ テ ィ ■ の 構 成 成 分 と な る が、

（１４） と （１５） の 「喝」 はモ ダリ

テ ィ Ｉ の 構 成 成 分 と な る の で あ る。

（１６） 悦 保 長 辺 上 淘 沿， 指 着 深 不 児 底 的 封 鎖 淘 悦 ：
’
丙 丈 多 深， 宜 上 宣 下， 邸 能 逆 県

等 到 天 明， 化 了 装 以 炮 楼 口 走
１巴？ 要 不， 播 翅 也 、 不 逆 去。

”
（野火）

（１７） 他 覚得 万 元 一失 了 便 十 分肯 定地 境
’
休 放 心 里 小臥 妖 一切 都 好 保 江 没 錯 ド

（敵後）

主語が第 ２人称で ある場合、 聞き 手に提案や勧誘 を働 きかける機 能を有するのが 定説に

な っ て い る ら しい。 （１６）
と （１７） に 用 い ら れ る 「唱」 は 主 語 が 第 ２ 人 称 で あ る た め、 聞

き 手に 提案 や勧 誘 を働き か けてい ると言 えそう である。 然 し、 （１７） の
「十分肯定地塊」

と い う 前 提 の 中 で ｒ休放 心１巴」 が 発 言 さ れ た の で、
こ こ の 「口巴」 は 聞 き 手 に 提 案 や 勧 誘 を

働 き か け る と い う よ り、
む し ろ 聞 き 手 を 信 用 さ せ る た め に 働 き か け、 話 し 手 の 判 断 を 表 す

も の と 見 て も よ か ろ う と 思 わ れ る。

（１８） 他 心 里 如 同 火 上 涜 了 油， 暗 暗 地 葛 道 １
’糟 里 １ 糟 里 １ 有 一 天 老 子 会ロリ祢イｒコ糟 介

鯵 ド （敵後）

ｒ老子会叫 休伽糟介句多１」 という表 現から ｒ糟 里１糟 里！」 は 「休イロ糟里１休伽糟 里１」

の よ う に、 第 ２ 人
称 の 主 語 を 補 う こ と が で き る こ と に な る。

然 し
、
こ の 文 が 心 理 文 に用 い

ら れ て い る の で、 こ こ の
ｒ唱」 は 聞 き 手 に 勧 誘 を働 き か け る 機 能 を 有 しな い と 思 わ れ る。

（１９） 送 一 点 魏 彊 不 是 没 有 想 到， 就 是 党
得 可 能 性 不 大。 忽 然 一 介 囚 亮 光 的 小 奈 西 被 他 蜴
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得 漆 了 几 漆， 他 猫 腰 拾 起 来， 是 支 水 篭。 賀 正 和 赴 庚 田 是 没 有 水 宅 的， 送 支 水 宅 是

堆 的 睨 ？ 故 人 的 ？ 込 是 泣 路 的 干 部イロ芸 的 ？ 不 管 准 的口巴， 先 捻 回 去 再 境。 （敵 後）

（１９） の 文 も 心 理 文 に用 い ら れて い る。 こ こ の
「口巴」 は勧 誘 で も な け れ ば 推 量 で も な い。

独 り 言 の 中 で、命 題 に 対 し て の 話 し 手の 気 持 ち を 表 す も の と 考 え ら れ る で あ ろ う。 従 っ て、

（１６） と （１７） に 用 い ら れ る 「口巴」 を モ ダリ テ ィ ■ の 構 成 成 分 と す れ ば、 （１８） と （１９）

に用 い ら れ る ｒ唱」 は モ ダ リ テ イ１皿 の 構 成 成 分 に な ら ず、 モ ダ リ テ イ Ｉ の 構 成 成 分 と な る。

以 上 は 文 末 に 位 置 す る 成 分 を 中 心 に モ ダリ テ ィ Ｉ と モ ダリ テ ィｌＩの 関 わ り を 見 て き た。

勿 論 詳 細 な 検 討 も 必 要 で あ る が、
こ れ だ け でも 中 国 語 の モ ダリ テ ィ の 構 成 成 分 に お い て、

１つの成 分にモ ダリ ティＩと モダリティ■の 両方の性格を持つ ものもあること が明ら かに

な っ た と 言 え よ う。

４．３ 修 飾成 分の 中にモ ダリ ティ成 分と なりや すいの は副詞 や助動詞 が 多い。 副詞 に関

して はこれま でにも様々 な分類が試み られてき たが、 どの分 類にも
「語気 副詞」 とい う類

が 含 ま れ て い る。 然 し、
「語 気 副 詞」 と 言 っ て も、 必 ず しも そ の 全 て が

「語 気」 こ こ で い

う モ ダ リ テ ィ を 表 す も の で は な い。 モ
ダリ テ ィ を 表 す 副 詞 や 助 動 詞 の 中 に、 モ ダ リ テ ィ Ｉ

を 表 す も の も あ れ ば、 モ
ダリ テ ィ１Ｉを 表 す も の も あ る。

ま た
、
命 題 を 構 成 す る も の も あ る。

（２０） 休 等 会 几， 他 昌 上 就 回 来。
（昌 叔 湘１〕）

（２１） 我 就 能 傘 送 几 本 弔。 （白 梅 雨
２〕）

（２２） 休 不 止 我 干， 我 就 要 干。
（昌 叔 湘）

（２０） の 「就」 は 専 ら 量 を 限 定 す る も の な の で、 命 題 の 構 成 成 分 と 見 ら れ る が、
（２１）

の 「就」 は 量 を 限 定 す る と 同 時 に、 命 題 に 対 す る 話 し 手 の
「こ れ 以 上 持 て な い」 と い う 判

断 も 示 し て い る。 （２２） の
「就」 は 命 題 か ら 離 れ、

専 ら 話 し 手 の 意 志 を 表 す も の と な る
。

即ち （２０） の ｒ就」 を命 題の構 成成分と すれ ば、 （２１） の ｒ就」 は命 題とモ ダリティ の 両

方 に 関 わ る も の と な り、 （２２） の
「就」 は モ ダリ ティ の 構 成 成 分 と な る も の で あ る。

（２３） 他 才 走。 （昌 叔 湘）

（２４） 他 オ 抽 了 一 支 姻。 （自 梅 雨）

（２５） 他不知 道才怪喝１ （昌叔湘）

（２３） ～ （２５） に 見 ら れ る よ う に、
「才」 に も 「就」 と 同 じ働 き を 有 す る。 こ の ３ 類 の

「就」

と 「才」 はそ れぞれ命題 とモ ダリティ のどの層に関わる かを見ると、 そ の連続性 から命 題

拡 展層 ■ 類 と モ ダ リ テ ィ Ｉ 類 に 関 わ る と 考 え ら れ る。

４．４ 副 詞
が 単 独 で用 い られ る 場 合、

４．３ で 示 し た よ う に ３ つ の働 き を 有 す る も の も あ る。

ど の 働 き が 用 い ら れ る か は、 コ ンテ ク ス トに よ る。
然 し
、 副 詞

や 助 動 詞 が 連 用 す る 場 合、

果 た して 述 語 を 中 心 に 命 題 か らモ ダ リ テ ィ ヘ と、
逆 に 言 え ば

、
モ ダリ ティ か ら命 題 へ と な

る の で あ ろ う か。

１） 呂 叔湘 主 編 『現 代漢 語 八 百詞』 （１９８４、 商 務印 書 館） の 用例。

２） 白 梅 麗 「現代 漢 語中 ‘就’ ‘才’ 的 語義 分 析」 （『中国 語 文』 第 ５期 １９８７） の 用 例。
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口 目 口

（２６） 我 能 傘 送 几 本 辛。

（２７） 我 就 能 傘 送 几 本 辛。

「能」 に つ い て 、 大 河 内 康 憲 氏 （１９８０） は
「‘ 能’ は ｐｒｏｐｏｓｉｔｉｏｎ と・ ｍｏｄａ１ｉｔｙ の 関 係 で い

う と 最 も 外 の も の、 つ
ま り も っ と も モ ー ダ ル な も の で あ る」

１）と して い る
、
氏 の 考 え 方 に

従 え ば、 （２６） に 用 い ら れ る
「能」 は モ ダリ テ ィ を 表 す も の と な る。

然 し
、
（２７） の 「能」

の 外 側 に ｒ就」 を 加 え て い る。
「就」 に 加 え ら れ る こ と に よ っ て、 こ こ の

ｒ能」 は よ り 命

題の構成 成分に傾 いている かというと、 用例 を分析 した ら分 かるように、 必ず しも断 定で

き な い。 こ こ で 言
え る の は、 こ

こ の 「能」 が命 題 に 関 わ る と 同 時 に、 モ ダリ テ ィ に も 関 わ

る ぐ ら い で あ ろ う。

（２８） 婁 塾 虹
、
良 塁 他 隻

。
泣 藍 去。

（２８） に お い て、
モ ダ リ テ ィ を 表 せ る の が ｒ我 敢 打 包 票」 ｒ絶 対」 ｒ能」 の ３ 成 分 で あ

ろ う。
「能」 は そ の 外 側 に 「抱 対」 が 位 置 す る こ と に よ り、 話 し手 の 判 断 の 表 出 が 弱 く 往

り、 動作 主の能力 や 可能性 を表すよ うに傾い ていると しても、
ｒ絶 対」 はそ の外側 に ｒ我

敢 打 包 票」 が 位 置 す る こ と に よ っ て、 命 題 の 構 成 成 分 に傾 く こ と は な い。 即
ち
、 モ
ダリ テ

ィ成 分が連用す る場合、 最も内側のも のは命題の構成成 分に傾く 場合 もあれば、 そのまま

「モ ダリ テ ィ」 と して 働 く 場 合 も ある と い う こ と で あ る。

４．５ 以 上 で 検 討 した よ う に、 モ
ダ リ テ ィ の 成 分 に は １ つ の 成 分 が 多 重 性 格 を 有 す る も

の も あ る こ と が わ か っ た。
モ ダ リ テ ィ を 表 す 成 分 はモ ダリ ティ Ｉ と モ ダリ ティ１Ｉの 両 方 の

働き を有すると しても、 それをモ ダリ ティ を表す成分と いう枠組み の中に収まると いえそ

う で あ る。
し か し
、
実 は そ う 簡 単 で は な い。

（２ｇ） 原 先口巴， 我 眼 他 根 本 就 不ｉ人 汎 （方 梅）

（３０） 迭 介 唱 歌口巴， 起 源 干 芳 劫。 （方 梅）

（３１） 其 次口阿， 就 是 榊□忠 ム 相 赴 的 同 題 了。 （方 梅）

（３２） 対 作 者耶可、 得 境 得 委 娩 点 几。
（方 梅）

方 梅 氏 （１９９４） は （２９） ～ （３２） に 用 い ら れ る 「唱」 と 「目阿」 を 「主 位」 を 明 記 す る マ

ー カ ー と 見 る。 氏 は 文 中 に 用 い ら れ る 語
気 詞 の 用 法 を 考 察 し、 ３ 種 類 に 分 け ら れ て い る。

即 ち、
主 位 標 記 と な る も の、

準 主 位 標 記 と な る も の、 非 主 位 標 記 と な る も の、 の ３ 種 類 で

あ る。
特 に
、
主 位 標 記 と して 働 く も の に つ い て、 氏 は

「現 代 の 北京 口 頭 語 に お い て、 い く

つ か の 語 気 詞 （例 え ば
‘１巴’ ‘１阿’）」 に は そ の 本 来 の 有 して い た 推 測、 疑 間、 詠 嘆 等 の 意

味 が 既 に消 失 して し ま い、
明 ら か に マ ー カ ー と して 働く よ う に な る も の も あ る」 と 結 論 し

て い る。 こ の よ う な モ
ダリ テ ィ 成 分 が 文 法の マ ー カ ー と して 働 く 現 象 に つ い て は、

岩 本 真

理氏 （１９９３） にも ｒ似乎、 好像」 な どの 蓋 然性を現わす副 詞類 （モ ダリティ 副詞） が
ｒ主

題」 認 定の１つ の標識と なりうるという 指摘がある。

こ こ で 間 題 と な る の が、
モ ダリ テ ィ 成 分 の 文 法 化 （の 問 題） と い う こ と で あ る。 即 ち、

１） 大 河 内 康 憲 「中 国 語の 可 能 表 現」 『目 本 語教 育』 ４１ 号 １９８０。
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本来モ ダリ ティ を表 してき たものは文法化 によっ て話 し手の 心的態度の表 出から遊離 して

しま い、 単 な る 文 法 の 役 割 し
か 果 た さ な い も の と な る の で ある。 然 し、 文 法 の 役 割 し か果

た さ な い こ と に な る と、 命 題 の 構 成 成 分 と し て しか 働 か な いこ と に な る。 果
た して そ の 主

位標記 となった 語気助詞 には全く 話 し手の気 持ちが付加 されず、 マーカー としての機能 が

一 次 的 な も の と な り、 命 題 の 構 成 成 分 に なっ た と 言 え る の で あ ろ う か。

次 に無標表 現との対照 からこの間題 をもう少 し考えてみ よう。

（３３） 原 先， 我 眼 他 根 本 就 不ｉ人沢。

（３４） 逮 介 唱 歌、 起 源 干 芳 劫。

（３５） 其 次， 就 是 休イロ忠 ム 相 赴 的 同 題 了。

（３６） 対 作 者， 得 境 得 委 娩 点 几。 （方 梅）

（２９） ～ （３２） に 対 して、
（３３） ～ （３６） は 主 位 が 無 標 と な る。

然 し
、
主 位 は 無 標 と な る

が、 存 しな い こ と で は な い。
無 標 の 文 を 普 通 の 表 現 と す れ ば、 有 標 の 文 は 意 図 的 な も の で

ある と考 えられる。 主位 を顕示さ せるかどうかとい う点において、 有標 と無標の役 割分担

が 見 ら れ る と 思 う。 ま た、
ｒ１巴」 と ｒ１阿」 を 用 い る こ と に よ っ て 主 位 が 明 記 さ れ る こ と 自

体 は、 話 し 手 の 主 観 で あ り、 モ
ダリ テ ィ と 考 え て も よ い で あ ろ う。

以上の有標 と無標 との対照 から見ればわかるよう に、 文法化さ れつ つある現象 が否定で

き ないが、 マ ーカー とされた語気 詞はその有標化の過 程において 全く 話 し手の気 持ちが関

与せず、 有標 化され た後も話 し手の気持ちを表す意 味を全く 有 しないとは断定 しにく い一

面 も 存 す る と 言 え よ う。

５ 中国 語のモ ダリティ構造 の階層性

中 国 語 の モ ダ リ テ イ 構 造 に つ い て、 筆
者 は別 稿

一）
に お い て 考 察 し、 そ の 階 層 に つ い て 図

２ の よ う に 考 え た。

図 ２

ド
ｏｏ … ｏｏ ｏ 士 巾 ｛ 州

命題基 本層 １

命題拡展層 Ｉ類

命 磁 展層∬親／モググティ∫∂揖

モ ダ リ テ ィ Ｉ ｂ ～ α 類 ／ モ ダリ テ ィ ■ 類

そ の 考 察 に お い て、 中 国 語 の 命 題
と モ ダリ ティ の 成 分 に は、

「命 題 拡 展 層 ■ 類」 と 「モ

ダリ ティ Ｉａ層」 の 両方の役割を果 たす二重の性格を 有する成分があり、 その成分が命 題

と モダリティ を繋 ぐ接 点であり鎖 でもある、 それによっ て命 題がモ ダリ ティ に包まれ るよ

う に な っ て は じめ て 文 と して 成 り 立 つ こ と を 明 ら か に し た。 然 し、 モ
ダ リ テ ィ Ｉ 類 と モ ダ

リ ティ ■ 類 と の 兼 類 に つ い て は、 図 ２ で は っ き り
と 反 映 さ せ る こ と が で き な か っ た。

１） 干 康 「関 於 現代 漢 語 話 者心 態 表 現結 構」 『範 疇 語 法論 集 Ｎｏ．１』１９９８、 範 嬢 語 法研 究 会。
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以 上 で 検 討 し た よ う に、 文 の 構 成 成 分 に お い て、 専 ら 命 題 を 表 す も の も あ れ ば、 専 ら モ

ダリ ティ を 表 す も の も あ る。 ま た、
命 題 と モ ダ リ テ ィ の 両 方 の 性 格 を 有 す る も の も あ れ ば、

モ ダ リ テ ィ Ｉ と モ ダリ テ ィ ■ の 両 方 の 性 格 を 有 す る も の も あ る。

纏 め て み る と、
中 国 語 の モ ダ リ ティ 構 造 の 階層 は 図 ３ の よ う に 示 す こ と が でき る と 思 わ

れ る。

図 ３

命題基本層
命題拡展層Ｉ類

」

燃 展層∬類／モググティ∫λ窺
モ ダリ テ ィ Ｉ Ｂ 類

＿ ＿ ＿一＿＿ ＿＿＿＿ ＿ ＿一一＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿」

皿
手 グ 久 ７ イ∠ ρ 親 イモ グ グ ７ イ 互４

山
頚
凹山、ヘ

モダつ ティｉ Ｂ 類

拡展層 の分類 やモ ダリティ の分類 はあく までも上位 的ものを示すた めであって、 そ れぞ

れに 下位分類即 ちカテ ゴリーを有す るのである。

６ 結び

先 行説を踏 まえた 上で中国語のモ ダリティ構 造の階層 性について 考えてきた。 そ れを纏

め て み る と、 中 国 語 の モ ダリ テ ィ 構 造 の 階 層 はス ト レ
ー トの も の で は な く、 か な り 複 雑 な

様相 を呈 し、 その内 部の構造 の構 成や兼類が言 語表 現の二一
ズに対応するもの であると言

えよう。
「命 題拡展 層皿１類／モ ダリティ ＩＡ類」 の成分 が命題と モダリティ を繋 ぐ重要な

役 割 を 果 た す。
「モ ダリ テ ィ Ｉ Ｃ 類 ／ モ ダ リ テ ィ ■ Ａ 類」 の 成 分 は 必 ず し も モ ダリ テ ィ Ｉ

とモ ダリティ１Ｉを 繋 ぐた めに存するもので はないが、 話 し手 の気持ち表出の 階層 を繋 ぐも

の で あ る
。
従 っ て 「命 題 拡 展 層 ■ 類 ／ モ ダリ テ ィ Ｉ Ａ 類」 と 「モ ダ リ テ ィ Ｉ Ｃ 類 ／ モ ダリ

ティｌＩＡ類」 に 関する個別 で詳細な研究が 重要な課題と なり、 その研究の 成果は各層の性

格を明 らかにする 依拠と なるものである。 これは今後の研 究課題とする。
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干 康 １９９９ 「現代 中国語の命題の 階層構造」『言語と文 化』 第２ 号関西学院大学言 語教育

研 究 セ ン タ ー。

用 例出典

イ ン タ ー ネ ッ ト か ら ダ ウ ン ロ ー ド し た 小 説 を デ ー タ ー べ 一 ス に し、 そ れ を 検 索 し た も の で あ る。

知 侠 ： 鉄 道 遊 撃 隊、 曲 波 ： 林 海 雪 原、 李 暁 明 ・ 韓 安 慶 ： 平 原
銃 声
、
偏 志 ： 敵 後 武 工 隊、

李 英 儒 ： 野

火 春 風 闘 古 城、 劉 流 ： 烈 火 金 鋼、 馬 峰 ： 呂 梁 英 雄 伝、 楊 沫 ： 青 春 之 歌。

（付記）

本稿は 現代中国 語研究会第 １７回大 会 （平成 １１ 年Ｉ２月 １２目於松山 大学温山記念 会館） にお いて

同題で 口頭発 表 した 内容 に加 筆修 正したも のである。 席
上貴重な ご教示を賜 った諸先 生方に心 より

御礼申 しあ げる。
な お、 本 稿

執筆 の過程に おいて貴重 な ご意見と ご教示を 賜った張 勤博士に心 より

御礼申 しあげる。
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現 代 中 国 語 の モ ダ リ テ イ 構 造 の 階層 性 …… 予 康

現代汲活活者心悉堵掬的屋次性

子 康

本 文 主 要 目 的 是 弄 清 理 代 汲 酒 活 者 心 志 表 珂 的 戻 次 杓 造，以 給 以 后 的 研 究 提 供 一 介 理 地

基 拙。本 文 首 先 捻 及 理 代 汲 活 研 究 中 悟 午 研 究 的 現 状，リヨ納 和 分 析 了 先 哲 的 学 境。在 具 体

実 例 的 分 析 中
，
就 句 子 成 分 同 命 題 和 括 者 心 志 的 美 系 遊 行 了 地 江，同 吋 也 渉 及 活 者 心 志 成 分 的

活 法 化 同 題。修 正 了 旧 模 式，
提 出 了 新 模 式。

… … … ｏ…

「
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在 現 代 浜 酒 的 命 題 和 活 者 心 悉 的 研 究 中
，
最 重 要 的 深 題 泣 核 是

’
命 題 抗 展 屋 Ｈ 美 ／ 活 者

心 志 Ｉ Ａ 美
’
和」
‘
活 者 心 志 Ｉ Ｃ 美 ／ 活 者 心 志ＩＩＡ 美

｝
的 研 究。弄 清 送 介 屋 次 的 兼 美 性 廣，

将

会宜接 有助干 弄清人美用 活吉侍遠倍息的 汰知杓造。随着具体 研究的不断深人，命題勺活者 心

志 的 各 介 屋 次 的 性 廣 将 会 具 体 化，以
而 完 成 各 介 屋 次 的 科 学 性 命 名。
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